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秋津村大字沼山津字下津代里一五二五番地 役場前

(現 沼山津二丁目一四番 ?号 秋津校区二町内公民館前 )

所在地

会所の所在地で、沼山津手永の行政の中心であった、「上津代里から中津代里・

下津代里」と東西に走る古 くからの道路沿いの秋津村役場前に『秋津村道路元標』

が設置されていた。

この秋津村道路元標は、大正の道路法によって、「大字沼山津字下津代里

一五二五番地先」に設置されたもので、文字通り秋津村における道路の基準点を

示す標石であった。

道路元標は、江戸時代街道網から引き継いだ明治時代の道路網から脱皮 し、近代

道路網を推 し進めた大正プロジエクトの独特の制度とも云われている。

秋津村道路元標の設置は、標石の角をとるとの様式が公布された大正十一年 (1922)

八月以降と考えられる。

道路元標は、二十五センチ×二十五センチ×六十センチの角柱で、正面に「道路

元標」、左側面に「上益城郡秋津村」と刻まれていた。

秋津村とは、明治二十二年 (1889)か ら昭和二十九年 (1954)ま での村名。

明治二十二年の四月を期 して町村の大合併が行われ、沼山津村と秋田村が合併 して

「秋津村」が誕生 した。村名は、秋田の「秋」と沼山津の「津」をとり、日本の

古名「あきつしま」になぞらえて命名されたという。

村役場は、沼山津字下津代里におかれ、熊本市に合併するまで村行政の中心であった。

昭和二十九年 (1954)十 月一日、熊本市へ合併編入され、「熊本市秋津町」となり、

秋津村は開村 した。

旧村名を留めている道路元標跡は、歴史の生き証人とも云える。

大正時代のプロジェクトの遺産として大切に保存 していきたいものです。

ちなみに『熊本市道路元標』は、大正十二年 (1924)二月に設置され、自川公園内

(三号線側)に ある。
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